
″注∫与α′につヽヽて トラブルカラいので
少し解説します。まず,

∫ 奇
訪 =bg膨 |十 C

とや って しま う人 が多 い ので す が ,

log 3′  を微分す ると
異 91=:

れはいわゆるザックリ積分タイプです

∫与″=:bJ針 |十 C…②
が正解です

しかし,こ こで「① と②で形が違うじゃないか

どっちが正しいのかJと いう質問を受けますが,実

は,① と② は全く同じなのです 確かに,式の形

は違うので変な感じなんですが,② は,

違います

なので ,こ

つまり,

:bgl尉 +C=:00g131

=:bgl″

十

　

川酬

川

　

ｇ

ｌ
１

　

　

０

聴
‐‐７

十

　

‐
／

臥

C

+C)

と変形 し,定数 :log 3+Cを まとめて新たに積

分定数 とすれば,① と同じにな ります

このように,不定積分の計算では,積分定数があ

るため,式の形が違っても同じになるケースがある

ので注意 しよう

例 題 9. 
∫ 需

α″

考え方 ο″=`と 置きた くな りますが,結構 ド

ロ沼にはまります.も うすこし大きく見ましよう

①

…

とおくと,(ar一οr)グ″=を
動,∫

=log`十 C

=log Or+。 ″
|十 C

´注 〆 +0~″ >0なので,最終結果で 10gの 真

数部分の絶対値はなくてもかまいません

囲 ‐∫謡 虎

考え方 前問同様に,tan″ か cos″ か,はたま

た cos2″ かを置換するしかあ りません どれを置

換すればよいかは経験で分か ります
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O tan″ =′

∫器誘

とおくと, cos2″グ″=α′

ご″=Jr tan″
⑫

ル④
ン

2+c

夕tan2″十C

例 題  11. 
∫

tan″ α″

考え方 ぃきなり,tan″ =′ と置換してもうま

くいきません これも,経験を積めば分かってくる

でしょう ヒンH&ね n″ =器 です

0 (1)cos″ =′ とおくと,一 Sin″グ″=α′

∫ tan″
グ″=J° ttα″

=∫轟影・C亜≡)′
~メt

=Jr―÷ὰ
=-log′ +C

=-log cos″ |十 C

例題 12. J^″ 何ヽ=Ftt α″

考え方 どう見ても√
~~が

うっとうしいので,

この部分を置換すべきでしよう_

0 ヤ1+″ =`と おくと,

α″=3′ 2α′

ル師 ¨

′ゞズヽし諄た、、2_
棄し、、な

タ

一
〇

囮 B∫鳥 ″ で
鬱

＾

「

、

考え方 これはムズイ けど面白い 何を置換す

るのか全く検討がつかないでしようね これがサク

サクとできれば立派なもんです.

′3よ り,

=3Jr(`6_ι 3)α″

=♀ι7_:′4+c

=:(ヤ 1+″)7_:(ャ
′
1+″)4+c
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O tan″ =″ とおくと, 3愛
:百

ご″==αム

∫鳥 と=∫ 島・轟 空

協nγ ヒ
6■χは

=J「 (1■ tan2″ )

セ耽
｀
名ご :、二可 =∫ (1+′

2)a

ますよね なお,Oπ +2>0な ので,最終結果で

logの真数部分の絶対値はなくてもかまいません

|                      |

1囮丘∫靱 d工
|

考え方 う～ん,こ れもムズイ でも面白い

log″ =″ と置きたくなりますが

①

…

とおくと,÷グ″=∂た

=∫
 (|卜

十分)α
`

=log`|十 _2+1′
2+1+c

=bg日 ÷十C
=bglbギ ー1-詰 +C

最後に 教科書等に|ま ,次の関係式が公式として

紹介されています

1

協a yEω数

ё
2X  cス

κ C と

行チ綺 :ミ
ダヽ

キ。(ン トです

ミ熟ぼすぜヽヽ 子イ

トっかんわθ

亀務・岱2υ

=`十
:′
3+c

=tan″ +:tan3″ Ic

=J「 (:一 夕)務

=log l′ |-2_2+1″ 2■1+c

=log ιl+:+C

=log〆 +21+z子午フ十C

「LI~蔦五
'二

ti~1

考え方 οの指数部分 ″2+″ +5を微分すれば

2″ +1に なることに気づけば,必然的に置換の方

法は決まってきます

①  ″2+″+5=`と おくと,(2″ +1)α″=α
`.

∫ (2″
+1)0」

2+″+5α″=Jr゛メ+″ +5

=Jr〆

=〆 十C

=〆
2+″+5+c

″注 (π 次式)× ο(π+1)次式タィプは今後も頻繁

に目にすることになるでしょう

考え方 う～ん,こ れもムズイ でも面白い ο2″

をどう解釈するかがポイントでしよう

① 〆 +2=`と おくと,〆洗 =ごι

∫び尋ちロ
グ″=∫

こ籍妥募要)
=∫学び

Pointく (置換積分の公式

」
‐

|ケ〔子)ご″=10g l/(″ )|+C

J「
{jF(″ )}α /′ (″ )ご″= α+1{7F(″ )}α

+1+C

ただ し,α キ ー1

いずれも,/(″)=`と置換すれば,

ノ
′
(″ν″=グ

`よ
り,

Jr=,{;キ
α“==_「 ÷ὰ

=log′ 十C

=10g/(″)+C

Jr{/(″ )}α /′ (″ )α″=J「
`α

グ
`

=α +l 
ια+1+C

=α +1{/(″ )}α・
1+C

となるのは明らかなことなので,あ えて暗記する必

要はありませんが,頭の片隅の置いておくと,「何

を置換すれば良いのか」というひとつの目安になる

″注 ο2%″ =〆 .〆と と考えて,前半の arに

〆 =ι -2を代入し,後半に〆グ″=α′を代入し

ていることが最大のポイント 実にうまくハマッて

cos2″

(2″ +1)

囮 L∫ボ甥″

t」r_、、

と思います


